
　茶娘道中は、10:00から12:00ま
でJR金谷駅前通りなどで披露されま
す。金谷茶娘や豆茶（子供の金谷
茶娘）が、「金谷音頭」や「茶娘おど
り」などの曲目に合わせて華やかに
踊りを披露します。呼び物は、茶娘合
同踊りです。（イベント案内欄参照）
　金谷茶娘と茶娘踊り（茶娘道中）
は、「しまだ市民遺産」に認定されています。
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茶娘道中・茶娘合同踊り

豆茶（子供の金谷茶娘の呼称）豆茶（子供の金谷茶娘の呼称）

　６台の屋台で行われる屋台道中は、それぞれ500人余の人達が、揃
いの法被姿で勇ましい掛け声や華麗な踊りを披露しながら屋台を引き
回します。呼び物は、「屋台正面付」です。２台の屋台が向き合い、道中
長が口上を述べ合い、合図ととも
に「梃子合戦」で屋台の位置をず
らして２台が無事すれ違うと、見守
る観光客から大きな拍手が沸き起
こります。屋台道中は、両日16:00
頃から21:00までＪＲ金谷駅前通
りなどで行われます。

屋台道中・屋台正面付

　金谷には昔から習わしとして正月
に子供たちが、太鼓をたたいて競い
合う遊びがありました。その力強く勇
壮なリズムは、徳川家の陣太鼓が
ルーツとされています。伝統の正月太
鼓の迫力を再現するため、昭和47
年に「金谷大井川川越し太鼓保存
会」が発足し、現在に至っています。
　江戸時代の単純なリズムの他に、現代風にアレンジして力強い迫力
が再現され、県内外で演奏されています。金谷大井川川越し太鼓は、
島田市無形民俗文化財に指定されています。

金谷大井川川越し太鼓道中
　金谷駅前や金谷南地域交流
センターなどに設けた「おもてなし
広場」では、金谷茶の販売や呈茶
サービスコーナーが設けられるとと
もに手揉み製茶やミニ製茶機に
よる実演、金谷の特産品や富山
県氷見市（姉妹都市）の海産物な
どの販売があります。また、スタン
プラリーも行われ、素敵な賞品が
当たる抽選があります。

おもてなし広場

公式サイトにて茶まつり情報を連日配信中！
当日は金谷茶まつり会場からインターネットで生中継！

臨時駐車場とシャトルバスのご案内

http://www.chamatsuri.com
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お客様の駐車場は大井川河川敷（かなや大井川緑地公園）にご用
意いたします。そこから無料のシャトルバスが会場付近まで運行します。

「Tea Girls on their Way」 「Floats on their Way」
「Kanaya Oigawa Kawagoshi Drums in the Streets」

= Kanaya Tea Festival =

Shizuoka
Kanaya Tea

　金谷には、お茶の博物館や国の茶に関する研究機関、製
茶機械メーカーが集積し、徳川家康ゆかりの志戸呂焼は、
江戸時代の茶人大名である小堀遠州が好んだ七つの窯の
一つです。金谷は、明治18年（1885年）の金谷茶業組合の
成立を画期として、茶栽培、製茶業、茶売買、製茶機械生産
が一体となった一大茶業地へと発展しました。金谷茶は、
うま味と甘味を兼ね備えた深い味わいと香りのお茶です。
金谷は、静岡県を代表する茶処の一つです。

金谷茶
イメージキャラクター
“かなちゃん”
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２台の屋台の踊り子達が、同じ曲目を違う振付で踊り競い合います。これが３組行われます。
＊屋台合同踊り 15日（日）16:10～16:40
金谷大井川川越し太鼓の屋台上で六支部のおはやし衆が腕前を披露します。
＊お囃子競演 15日（日）15:00～16:00
6台の屋台が集結し、連続3回の屋台正面付が行われます。
＊屋台正面付イベント 14日（土）15:30～17:00
各支部（六支部）の子供達が、将来の支部の中心メンバーになるために頑張ります。
＊子供先導・伝令儀式 14日（土）・15日（日）15:00～15:25
総勢1,000人の茶娘が、金谷駅前通りに約400mにずらりと並び観光客の目を楽しませてくれます。1,000人の茶娘は圧巻です。
＊茶娘合同踊り 14日（土）15日（日）13:15～14:45

※いずれも実施場所は、金谷駅前通り十五軒交差点付近です。（金谷駅より徒歩約10分）

第38回


